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射水市教育委員会５月定例会会議録 

 

Ⅰ 開会日時 令和５年５月２６日（金）   開会 午後 ３時００分 

                     閉会 午後 ４時２０分 

 

Ⅱ 会議場所 市役所３階 会議室３０５ 

 

Ⅲ 出席委員 

  金谷教育長、眞岸委員、宮原委員、野上委員、村上委員 

    

Ⅳ 会議事件説明員 

久々江事務局長、遠藤事務局次長（生涯学習・スポーツ課長）、六渡事務局次長、星野   

学校教育課長、酒井学校教育課副主幹、髙井学校教育課長補佐、田中生涯学習・スポ

ーツ課長補佐、鳥本生涯学習・スポーツ課長補佐 

 

Ⅴ 傍聴人数 なし 

 

Ⅵ 会議の要旨 

  午後３時００分、教育長が開会を宣した。 

 

１ 会議録の承認 

   承認された。 

 
２ 事務局報告事項 
（１）令和５年６月射水市議会定例会会期日程（案）について 
   事務局長が、資料１に基づき説明した。 
（２）令和５年６月一般会計補正予算（案）について 
   事務局長が、資料２に基づき説明した。 

 
 ３ 協議事項 
 （１）令和６年度使用射水市立小学校教科用図書の採択について（諮問） 
    学校教育課長が、資料３に基づき説明した。 
 
４ 各課等の連絡事項及び報告事項 
（１）第２期射水市教育振興基本計画の策定について 
   学校教育課長が、資料４に基づき説明した。 
（２）放生津小学校・新湊小学校の新設統合について 
   学校教育課長が、資料５に基づき説明した。 
（３）コミュニティ・スクールの導入について 
   学校教育課長が、資料６に基づき説明した。 
（４）教育委員会行事予定 

    学校教育課長補佐が、資料７に基づき説明した。 
 
５ その他 
（１）次回教育委員会の開催日時について 
   ６月２３日（金）午後３時００分から 市庁舎３０２会議室 
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６ 議 事 
 （１）放生津小学校・新湊小学校の新設統合について 

[委 員]  両校ともに廃校の上、新設統合となる。しこりが残らないようお願いしたい。 

  [委 員] 両校の統合については、体操服などコスト的なことを含め、保護者が安心 

      できるよう話を進めてもらいたい。 

 

 （２）コミュニティ・スクールの導入について 

  ［委 員］ コミュニティ・スクールの説明は、どのように進めているのか。 

［教育長］ 現在、学校協議員会を中心に説明を行っている。この後、地域振興会、民 

     生児童委員協議会や各種団体に対し説明を行っていく。 

  [委 員] 丁寧に説明を繰り返し行うことが大切である。また、様々な機会で説明を 

      行い、正しく理解をしていただくことにより、コミュニティ・スクールの和 

が広がっていくと思う。 

  [委 員] 資料に、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進につい 

て書かれている。現在、放課後子ども教室の取組は、地域の取組との認識は 

なく、学校ボランティアとの思いである。今の体制で良いと思うが、位置付 

けが変更となるのか。 

  [教育長] 現体制を変えるということではない。例えば、現在、放課後に携わってい 

      ただいている方々が、学校課業中の子ども達にも関わっていただけることが 

      できないかとの観点である。 

  [委 員] 放課後に携わっている方々は、ボランティアである。地域の人材も限りが 

ある。長続きできる体制を検討していただきたい。 

  [委 員] コミュニティ・スクールは、学校運営協議会に地域の方々も入り、一緒に 

      学校を運営していくイメージがある。 

  [事務局] 学校運営協議会で承認されたことは、一体となって取り組んでいただける 

      よう橋渡しをしていただきたい。正しく理解をしていただけるよう、しっか 

りと説明をしていきたい。 

  [委 員] なぜ、コミュニティ・スクールが必要なのかも含め、必要性について理解 

していただけるよう説明をお願いしたい。 

  [教育長] 学校運営協議会委員は、学校運営について承認する権限があり、責任をも 

って学校運営に関わっていただくこととなる。各学校や各地域にとって、何 

が必要であるか、どこまでできるのかを真剣に考えていただき、知恵を出し 

ていただく機会としてほしい。 

  [委 員] コミュニティ・スクールは、色々なパターンが考えられる。 

どのようなパターンを想定した視察研修を考えているのか。 

  [事務局] 上越市は、地域学校協働本部の体制が確立されているところである。また、 

東京都北区・板橋区については、小・中学校の取組について、本市学校の先 

生方と一緒に視察を行う。様々なケースを参考とし、射水市版のコミュニテ 

ィ・スクールの仕組みを模索していきたい。 

  [委 員] 令和６年度から学校運営協議会を実施していくこととなる。期間もない。 

分かりやすい説明を行い、正しく理解をしていただけるようお願いしたい。 

  [委 員] 都会での取組が、本市でも取り組むことが良いのかも含め、より良い取組 

      をしっかりと視察していただき、射水市の方向性を考えてほしい。 

  [教育長] 学校・地域が限りある資源を活かし、継続して取り組んでいくことができ 

      るラインをしっかりと相談していきたい。 

 

午後４時２０分、議事等が終了したので教育長が閉会を宣した。 


